
　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
令
和
５
年
度

通
常
総
代
会
に
多
く
の
皆
様
に
ご
出
席

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

又
、
ご
来
賓
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

公
私
と
も
に
大
変
お
忙
し
い
中
ご
臨
席

を
賜
り
、
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
約
３
年
間
に
わ
た
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
の
闘
い
が
あ
り
ま
し

た
が
、
５
月
８
日
よ
り
、
よ
う
や
く
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
も
感
染
症
上
の
位
置
づ
け
が
、

２
類
か
ら
５
類
へ
と
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
等
の
分
類
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
町
の
商
工
業
に

お
い
て
は
、
現
在
も
進
行
中
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
問
題
や
地
政
学
リ
ス
ク
に
よ
る
半

導
体
不
足
等
に
よ
る
物
価
高
騰
な
ど
、

ま
だ
、
受
注
環
境
の
悪
化
等
に
よ
る
売

り
上
げ
の
減
少
が
随
所
に
表
れ
て
お
り

ま
す
。
特
に
、
小
売
業
及
び
飲
食
店
に

お
い
て
は
、
そ
の
影
響
を
ま
と
も
に
受

け
、
売
り
上
げ
が
大
幅
に
減
少
す
る
な

ど
、
経
営
環
境
に
お
い
て
は
、
未
曽
有

の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
併
せ
て
、
商
工
会
活
動
に
お
い
て

も
、
残
念
な
が
ら
会
員
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
に
よ
る
廃
業
な
ど
の
理
由
に

よ
る
脱
退
が
増
加
し
て
い
る
、
と
い
う

現
状
も
見
受
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り

ま
す
が
、
引
き
続
き
、
第
３
次
商
工
会

改
革
「
ぐ
ん
ま
商
工
改
革
２
０
２
５
」

に
基
づ
き
、
変
容
す
る
社
会
経
済
に
対

応
し
将
来
に
わ
た
っ
て
信
頼
さ
れ
、
会

員
と
地
域
に
貢
献
で
き
る
「
会
員
と
と

も
に
成
長
を
続
け
る
商
工
会
」
へ
の
変

革
を
目
指
し
て
邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
商
工
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

改
革
プ
ラ
ン
を
実
行
す
る
中
で
、
会
員

事
業
所
の
経
営
支
援
強
化
に
向
け
て
、

今
ま
で
の
意
識
や
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ

な
い
新
た
な
取
り
組
み
を
実
践
す
る
な

ど
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
久
し
ぶ
り
に
第
51
回
大
泉
ま
つ
り
は
、

７
月
30
日
（
日
）
に
以
前
と
同
様
に
、

県
道
１
４
２
号
線
（
西
小
泉
周
辺
）
で

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
お

ま
つ
り
が
地
域
活
性
化
の
キ
ッ
カ
ケ
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
秋
に
は
、

商
工
会
主
催
の
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

等
の
事
業
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
会
員
皆
様
の
ご
指
導
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
ご
参
集

さ
れ
た
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈

念
し
、
本
日
は
総
代
会
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
忌
憚
の
な
い
御
意
見
を
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の

案
件
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
慎
重
審
議
の

上
ご
決
定
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



　
編
集
会
議
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
し

ま
っ
た
。

　
担
当
者
か
ら
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
、

日
程
を
間
違
え
た
こ
と
に
気
が
つ
い

た
。
今
ま
で
祖
母
や
親
を
参
考
に
シ

ル
バ
ー
世
代
の
こ
と
を
書
い
て
き
た

が
、
は
た
と
自
分
が
今
そ
の
世
代
に

な
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

　
母
を
理
解
す
る
た
め
に
買
い
求
め

た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
「
老
人
の
取
扱

説
明
書
」
な
ん
て
自
分
に
は
は
る
か

先
の
こ
と
と
思
っ
て
い
た
。

　
ま
て
よ
！
自
分
に
も
、
当
て
は
ま
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
か

と
、
弟
に
恐
る
恐
る
聞
い
て
み
る
と
、

い
く
つ
か
あ
る
よ
と
こ
と
な
げ
に
言

う
。
そ
ん
な
に
歳
も
離
れ
て
い
な
い

く
せ
に
と
カ
チ
ン
と
き
た
。
す
ぐ
に

追
い
つ
く
ん
だ
か
ら
。

　
人
の
名
前
が
出
て
こ
な
く
あ
れ
こ

れ
に
な
り
、
話
題
は
身
体
の
不
調
と

食
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
な
っ
た
。
老

い
に
逆
ら
い
な
が
ら
も
、
今
度
は
実

体
験
を
も
と
に
書
け
る
の
で
は
な
い

か
な
。
　
　
　
　
　
　
　  

Ａ
・
Ｈ

元気な

 シルバー世代を

  迎えるために！

〈
基
本
方
針
〉

　

我
が
国
経
済
は
、
令
和
２
年
か
ら
経
済
停
滞
の
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
一
方
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
や
半
導
体

不
足
等
に
よ
る
物
価
高
騰
に
よ
り
、
地
域
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
は
依
然
と
し
て

難
し
い
経
営
判
断
を
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
当
商
工
会
で
は
、
地
域
の
事
業
所
を
対
象
に
、
こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
事
業
再
生
を
果
た
す
た
め
、
国
・
県
等
の
支
援
制
度
、
補
助
金
等
を
積
極
的
に

活
用
し
た
支
援
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中
で
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
も

そ
れ
に
適
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
お
の
ず
と
商
工
会
の
支
援
内
容
や
組
織
の
あ
り

方
も
変
え
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
て
お
り
、
経
営
支
援
業
務
に
注
力
で
き
る
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

第
３
次
商
工
会
改
革
「
ぐ
ん
ま
商
工
会
２
０
２
５
」
で
は
、
変
容
す
る
社
会
経
済

に
対
応
し
将
来
に
わ
た
っ
て
信
頼
さ
れ
、
会
員
と
地
域
に
貢
献
で
き
る
「
会
員
と
と

も
に
成
長
を
続
け
る
商
工
会
」
へ
の
変
革
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
商
工
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
改
革
プ
ラ
ン
に
従
っ
て
、
会
員
事
業
所
の
経
営

支
援
強
化
に
向
け
て
、
今
ま
で
の
意
識
や
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
取
り
組
み
を
実
践
し
、

未
来
永
劫
ま
で
地
域
と
事
業
者
に
信
頼
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る
存
在
と
な
る
よ
う
、
役

職
員
一
丸
と
な
り
全
身
全
霊
を
傾
け
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

１

伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
及
び
地
域
経
済
活
性
化
の
推
進

  

・
会
員
へ
の
巡
回
相
談
の
充
実
、
サ
ー
ビ
ス
向
上

  

・
資
金
繰
り
の
不
安
解
消
に
向
け
た
積
極
的
な
金
融
支
援

  

・
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
等
の
活
用
支
援

  

・
会
員
事
業
所
Ｐ
Ｒ
展
示
会
の
開
催
、
商
店
街
活
性
化
事
業
の
実
施

２

会
員
増
強
及
び
各
共
済
推
進
に
よ
る
組
織
基
盤
強
化

  

・
組
織
基
盤
の
充
実
を
図
る
た
め
の
会
員
増
強
運
動
の
実
施

  

・
商
工
会
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
各
種
共
済
等
の
加
入
推
進
及
び
手
数
料
収
入
の
拡
大

３

地
域
住
民
と
共
に
活
気
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

  

・
「
大
泉
ま
つ
り
」
の
開
催
（
大
泉
町
と
共
催
）

  

・
「
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
開
催

〈
重
点
施
策
〉

令
和
５
年
度 

通
常
総
代
会
開
催
報
告

令
和
５
年
度 

通
常
総
代
会
開
催
報
告

令
和
５
年
度 

事 

業 

計 

画

新
役
員
・
退
任
役
員
あ
い
さ
つ

　
過
日
の
総
代
会
で
、
一
部
役
員
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

新
役
員
と
し
て
米
澤
孝
史
さ
ん
、
茂
木
大
輔
さ
ん
（
青
年
部
長
）

が
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
退
任
さ
れ
ま
し
た
平
野

勇
パ
ウ
ロ
さ
ん
、
山
田
裕
貴
さ
ん
（
前
青
年
部
長
）
に
は
、
こ

れ
か
ら
も
商
工
会
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
大
泉
町
商
工
会
の

理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
米
澤

と
申
し
ま
す
。

　

卵
の
生
産
販
売
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
何
が
で
き
る
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
大
泉
町
商
工

会
の
益
々
の
発
展
の
た
め
、
微

力
な
が
ら
も
お
力
に
な
れ
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
任
役
員

前
理
事
　
山
田
　
裕
貴
　

　
　
　

（
前
青
年
部
長
）

理
事　
　

米
澤　

孝
史

退
任
役
員

　
理
事
　
　
茂
木
　
大
輔　

　
　
　
　
　

（
青
年
部
長
）

　

大
泉
町
商
工
会
、
そ
し
て
青

年
部
活
動
の
益
々
の
発
展
の
た

め
、
先
輩
方
の
ご
指
導
を
賜
り
、

微
力
で
す
が
精
一
杯
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

茂木会長から感謝状を授与茂木会長から感謝状を授与

　

今
年
度
よ
り
青
年
部
長
と
し

て
商
工
会
理
事
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。

　

青
年
部
長
と
し
て
の
2
期
4

年
間
で
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
よ
り
東
部
地

区
商
工
会
青
年
部
の
ブ
ロ
ッ
ク

長
に
就
任
い
た
し
ま
す
。

　

商
工
会
理
事
、
青
年
部
長
と

し
て
培
っ
た
経
験
を
、
東
部
地

区
の
青
年
部
活
動
、
大
泉
町
商

工
会
、
そ
し
て
群
馬
県
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。



ランチ 
の
女王女王

自然食レストラン

　ラ・スール
朝日3-14-3
TEL : ６２－０８５５
営業日: 火・水・金・土
 11時～14時/Last13時30分

　

新
鮮
な
有
機
野
菜
や
、
減
農
薬

の
も
の
に
こ
だ
わ
っ
た
健
康
で
美

味
し
い
料
理
を
提
供
し
て
く
れ
る

『
ラ
・
ス
ー
ル
』
さ
ん
の
ご
紹
介

で
す
。　
　
　
　
　
　

　

オ
シ
ャ
レ
な
外
観
に
心
安
ら
ぐ

曲
が
流
れ
る
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

の
お
店
。

　

週
替
わ
り
の
ラ
ン
チ
は
、
ゆ
で

た
ま
ご
カ
ツ
を
メ
イ
ン
に
野
菜

た
っ
ぷ
り
な
メ
ニ
ュ
ー
。
優
し
い

味
付
け
で
食
材
の
も
つ
パ
ワ
ー
を

た
く
さ
ん
頂
い
て
心
も
身
体
も
満

足
！
ご
馳
走
様
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

Ｓ

『たまご』滋養強壮、冷え、情緒の安定に効果

『豚肉』疲労倦怠やイライラ、ストレス解消に有効

『もずく』動脈硬化や高血圧などの生活習慣病に効果

『トマト』疲労回復、ダイエット、美肌に効果

『あさり』造血作用、肝臓の働きを助ける

　※ラ・スールさんのインスタから引用　
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　英国は、日本語で「イギリス」と呼ばれているが、実際は４つの非独立国か

ら成る連合国であり、それぞれ首都や国旗が存在する。「イギリス」の国旗ユ

ニオンジャックは、イングランドの白地に赤十字、スコットランドの青地に白

X字、北アイルランドの白地に赤X字という国旗を組み合わせたデザインとなっ

ている。ウェールズが含まれていないのは13世紀にイングランドの支配下に置

かれ、イングランドの一部として扱われた為である。今回はそのウェールズに

あるオイスターマウス城を紹介したい。

　この城は、ウェールズの首都カーディフよりさらに西に位置する人口第２位

の都市スウォンジーにあり、美しい湾を見渡せる丘の上に建てられている。私

がイギリスで最初に訪れた城であり、小高い丘の上に廃虚として残存し、歴史

を感じさせる典型的な「古城」という特徴もあり、非常に思い入れのある城である。英国に留学してまだ１ヶ月ほど、週

末にどこかへ行こうと思い立ったのだが、私の住んでいた町から電車で片道３時間もかかるこの城になぜ行こうと思った

のかは残念ながら覚えていない。ただ、初めての外国での遠出に心が弾んだことは鮮明に覚えている。

　ウェールズには英語の他に、ウェールズ語という独自の言語が使用されており、アルファベットを使用しているものの、

英語とはまったく別の言語である。ウェールズでは駅の看板や道路標識などはウェールズ語と英語の併記となっており、

ウェールズ語が上段、英語が下段に表記されている看板を見るとユニオンジャックに対する主張が見え隠れしていると感

じてしまう。ウェールズ語を話すことができる人口が減少しているなか、様々な保護施策も実施されており、ウェールズ

の城と共に今後も守り抜いて欲しいと切に願う。

　英国の城探訪のきっかけとなったオイスターマウス城、そしてイングランドとは異なる文化に触れることができるウェ

ールズに機会があれば訪れて欲しい。片道３時間の最終電車に乗ることが出来ず、駅からも追い出され、朝まで異国の地

で始発を待った話はまた別の機会にでも。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TM

英国の古城から

Oystermouth Castle

　こちらのチラシ応募券は商工会にもあり
ますので、ご自由にお持ち帰りください。

３
店
舗
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て

　
　
　
　
お
食
事
券
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

大
泉
ま
つ
り
協
賛
金
の
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。



◆経営に役立つ各種補助金や施策情報、青年部員事業

　紹介などをお届けします。

◆商工会員以外の方でも友だち登録できますので、ぜ

　ひご登録をお願いします。LINEの「友だち追加」から、

　ID検索するかQRコードをスキャンしてください。 ＠230tcgrl

天衣無縫天衣無縫天衣無縫
　我が家には、窓辺に美しいツバメの巣ができました。巣作り

の様子を見守る中で、私たちは自然の神秘と命の尊さを実感し

ました。ツバメ夫婦の繁忙な日々を静かに観察し、彼らの愛情

と丹精込めた巣作りに感動しました。

　巣の中では、小さなツバメの声が聞こえるようになり、家中

に生命の息吹が満ちました。私たちはその成長を喜び、巣から

初めて飛び立つ瞬間には感慨深さを覚えました。彼らの未来を

見届けることは、私たちにとって特別な喜びでした。

　ツバメの巣が我が家に訪れたことで、自然との共生の尊さを

改めて実感しました。私たちは彼らの存在を大切にし、安全を

守りながら穏やかな日々を過ごしました。ツバメの巣は、我が

家の一部として、思い出深いエピソードとなりました。

　　　　　　　　　コロナが終わった。コロナがいな
　　　　　　　　くなったのではなく、コロナがいなく
なったことにしようというのが、コロナが終わった実
情らしい。ではコロナはいるのか。コロナはあまりに
長く皆を騒がせすぎたので、スペイン風邪（発生源は
アメリカ合衆国）のように歴史の一頁に追いやられてし
まったのか。
　現代は世の中すべてが経済一辺倒で回っている。経済
が地球を回しているといってもよい。だからあまり長い
間人々が自主規制という名のもとに消費活動を止めてい
ては、経済は止まり結果地球の自転も止まってしまう。
　三年間という時間は人生百年の現代においては短い
ものだ。しかし故郷の様々な行事や地域の人たちの絆
や個人の日常的な習慣等考えると、それらを断ち切っ
てしまうという意味において十分な時間ではないのだ
ろうか。とりわけ特に都会に比べて脆弱な地方経済へ
の打撃は目を覆うようである。将来、令和二年から始
まったコロナ三年間が地方の凋落の元年とならぬこと
を願いたい。再度の武漢ウイルスが昔の名前で出てこ
ないことを祈るばかりである。   　　　　　　　好

・・・と、実はこちらは、今話題の

ChatGPT（人工知能チャット）で作

成してもらった文章でした。ほんの

数秒でこのような作文が作れてしま

う時代になりまして、今後、世の中

はどうなってしまうのでしょうか。

皆さんはどう思いますか？　 M・S　




